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北大水産象報
24 (4)， 192-197. 1974. 

追跡ブイの試作・試用について*

佐野典達料・石田正己料

On the Trial Production and Use of Tracking Buoy 

Measuring the Sea Current 

Norit抗日USANO** and Masami ISHIDA ** 

Abstract 

The trial production and e.勾erimen旬 onもhe回 ckingbuoy me制uring位1e
8伊edand direction of the Bea curren色品，regiven inぬisP晶，per. This buoy w納
drif:ぬdon the sea current by means of晶 cu町。ntdr晶，gin飾品lledat the bottom 
(Fig. 2). 
A rad，晶，rrefl.ector， a Bo-called octahedral type corner refl.ecもor(20 cm in 
length) attached to this buoy抗 a120・cmheigh色自howedthe dri仇 ofぬisbuoy 
by a tr品inof radぽ ech，朗自 onthe radar sω'pe equipped in the re回archship，色he
“Hokusei Maru，"もrackingthe buoy. The Bpeed and direction ofもheBea current 
were recorded on a鈎品 chart台。mもheabove r晶darechoeB. 0もhervarious measur‘ 
ing in的rumen飽 such鍋晶 sea.句mpera.もurerecordβ，r， a. depもhrecorder， eもcinstall-
ed inside the buoy were in acもionat the脇，meもime.
Tho岨 experimentswere BUCC倒 sfullycarried on in the Tsugaru S加~its in 
Ocもober1966. 
This tracking buoy method may be hopeful in七hefield of inv倒色igating色he
sea current and fishing ground conditions. 

緒言

従来，海洋表層の海潮流をiJlJ定するのに海流瓶や海流板などの漂流物を使用し， 放流点と拾得点聞

の距離と漂流時間から海潮流を推定する方法が多く採用されてきた。1)2) この方法で得られた海潮流

の情報には，理論的K仮定の部分が入っているので精度は低い。今回試作した追跡ブイは， 途中の漂

流過程を記録できるので海流の測定精度を高め，さらに漁業上必要な水温，水深，海底地形， 魚群の

行動などの情報をも記録する装置をブイの中K装備し，放流と同時に観測船の位置測定およびブイと

の相対位置を測定しながら追跡する ζとによって， ミクロ的な海流の解析と海流!r沿った漁況の判断

K資する ζとができる。

本実験は， 1966年 10月津軽海峡の中央部において本学部練習船北昼丸で試用し好結果が得られた

ので報告する。

なお，実験にあたり魚群探知機の改作・使用について積極的な協力をいただいた株式会社光電製作

所と水温測定装置などの試作!r協力いたt:いた北斗電気株式会社に深謝する。また海上実験lておける
北星丸乗組員諸氏の協力tても深謝する。

キ昭和48年11月 日本水産学会北海道支部大会において講演.
紳北海道大学水産学部漁業測器学講座

(Laboratory 01 l側叩骨UlntE.叫gine併時lorFi8hing， Fac叫lty01 Fisheries， Hokka必oUnive開ity)
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佐野・石田 追跡プイの試作・試用

ブイの試作

試作した追跡ブイの概観を Fig.1 fと示し， Fig. 2 fとはブイの構造および寸法を模式的f1:示した。

ブイは鉄製で内部K，サーミスター温度計，ブリッヂ回路(測温範囲 50C_400C)と自記式記録計

(ペン書き)および魚群探知機(携帯用，乾式記録紙使用， 周波数 75KHz，指向角半減全角 4101 測

深範囲 0-300m4段切換方式)， 電源としてアルカリ電池 (12V)2個および電源電圧測定用電圧計

1個を装備した。乙れらの装置は 40時間連続自記記録ができる。追跡は観測船のレーダーにより，

探知能力をあけ'るために一辺 20cmの octahedralsolid typeのコーナー・レフレクターを高き 120

cmのと乙 ろに装備し，風圧による影響をできるだけ少くするために， 直径 6mmの穴をー有効反射

函当り 168個あげた。ブイの下端i水深 80cmのところに，大いき 30x60cmの鉄製海流板を十文字f1:

Fig. 1. View ofもrackingbuoy 

2枚組合せて固定し， さらにサーミスターの

棋)J温部と魚群探知機の送受i皮器を装備し， ブ

イの陸上移動を容易にするため四隅みに車，

およびブイの底商にパラストを取付けて安定

性を向上させた。 またブイの上面葦f1:ス イッ

チを取付け， 魚探および温度計の作動を放流

日寺に外部からできるようにし， ブイの収容を

容易にするために四隅に環を取付けた。

実験方法および結果

追跡ブイを調査船北星丸の甲板上f1:塔殺し，

1966年 10月5日函館港を出航し，Fig. 3に

示す津軽海峡の中央部の実験予定地点f1:到着

後，ブイをデリフクで舷外11:吊下げ海流板お

よびコ{ナー・レフレクターを装備し， 電源

スイソチを接にして 14U寺6分に放流した。乙

の際サーミスター温度計で損'JiAlした値を紙送

り速度毎分 20mmのペン書き自記式記録計lと

記録し，魚群探知機の測深範囲をその海域の

水深を参考にして， 150-225 m f1:セフトした。

調査船の位置測定は， 北星丸K装備しであ

るレーダーを使用し， 矢越岬灯台の方位と距

離を測定し， きらに追跡プイも同じくレー

ダーで方位と距離を実測し， Fig. 411:示すような位置記入図で作図および計算lとより位置を求めた。

追跡時間々隔は 20分になるようにしたが， 実際は 17分から 25分間隔となった。Table1 11:観測時

刻，調査船の実証明位置，ブイの実測l位置および海気象条件などのデータを示す。調査船および追跡ブ

イの位置から算出した流向 ・流速を Table2に示し， Fig. 5 fとレーダー・スコープ上でブイの方位お

よび距離の実測例を示す。さらに Fig.6 f1:魚群探知機記録像， Fig. 7 KiWJiAlの記録例を示す。今回

は実験準備の都合上，全津軽海峡域を流し得なかったので，放流後約 2時間 40分でプイを収納した。

考察

津軽海峡は，時期的・ 海域的f1:も海潮流の変化が甚るしいので， この海域を選ぴ追跡ブイの試用実

験を試みた。調査船の位置測定は， 現在レ ーダーの外Kロラ/A，Cおよびデッカなどの舶用電波計
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器が発達し容易に高精度の位置測定が可能である。本実験では，レーダーを使用し当日毎秒6-8mの

北風が吹いていたが， レ{ダー・スコ{プ上で海面反射の映像がブイの映像の障害にならないよう

レーダーを最適状態K調整すれば追跡ブイを見失う ζとはないだろうし， 夜間にはさらに警戒ランプ

をつける方がよいだろう。また調査船およびブイから算出した流向・流速は， ミクロ的な結果であり

海図上に記入されていない地点の海潮流のデータが得られ，また当日の風の影響はブイの方が受け難

く，測得された海潮流に誤差が少ない。水温の記録方式でペンがブイの動揺のため振揺するのは， 今

後改良すべき点であり，視.IJ温結果も他の測温結果と比較して誤差はなかった。魚群の行動については，

魚探の測深範囲の切換えによって水深0-150mの情報が取得できなかったので ζの点改良する必要
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佐野・石田: 遁跡プイの試作・試用
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Fig. 3. Position of observations. 

があるし，また短時間の実験なので魚群との出会いについては今後にまつことにしたい。

以上の結果を要約すると，北星丸自身で測定した水温，水深，海底地形および位置から推定した海

潮流と追厩.プイから取得した各情報，海図上の資料などを照合し検討した結果， ミクロな海潮流の情

報が得られ三者聞に大きな相違点はなかった。とくにブイは風の影響が調査船よりも少ないという利

点があり，今後，さらに改良を施せば高精度のかつ詳細な実測値が得られ海流の解析に有益なデータ

を提供するばかりでなく，海流11:沿った漁況判断にも役立つものと考えられる。なお追跡ブイの個数
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Fig. 4.. Showing the drift obtained from七hetracking buoy in the Tsugaru S七raits，October 
5， 1966. 
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佐野 ・石図。 遁跡プイの試作・試用

Table 2. S制附凶ry01 estimαtions側 cur'rentspeedαnd directi帥

Tracking NO DriflもofShip Drift of buoy 

Time 
direction velociもy direction I velocity I dep七hmもerval

(min) (knot) (m) 
1 25 99'27' 0.76 90'42' 0.67 216 
2 17 81 '37' 0.39 74'21' 0.37 219 
3 17 105'17' 0.24 95'16' 0.16 217 
4 18 238'40' 0.32 244'49' 0.28 219 
5 22 106'58' 0.88 136'41' 0.86 210 
6 18 224'40' 0.45 231 '20' 0.29 207 

Fig. 5. Photograph showingもheradar echoes of tracking buoy t乱.kenby the P.P.I. radar 
scope 

Fig. 6. An echogram recorded nearもhe
botもomofもheTsugaru Strait. 

Fig. 7. Showing the paper record of sea 
surface temperature obtained by 
means of a thermistor device 

を増し。径路の異なる追跡をすることによって，よ り広い海域の複雑な海況 ・漁況の測定に も役立ち

得ょう。今回の予備実験でその見通しがついたと考えられる。
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